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サッカーの試合中に発生した落雷事故について引率者兼豊富替の教諭に予見義務

違反のあることが認められた事例

~{川裁判 tl1r-，y:戎itf千f ("-~~) 治刊号子、|ア成18-"f-:i月13C :;;"L_Jj，?J:i王;::;l丸、破棄!~.

止し

iÞ~ -*:J立民手三 19 口 7心 3頁、裁[i-，~'l-10 70' 5頁、判Jrl-.)'J9S9口七豆、ァ]ク l2似 0"S5頁

i事実]

日て X¥(ムミ|λ[北品イ|斗lIoJ，被;日学校流入 lU"、 ly1Jtす

設者・運営す-{) i!.，i1.A高校に「記長井し、同校の斗 yプJ 71ういi!!I-Ji;耳しくし、たベ

LJ工、 Wi(什 カ 首じを課外アラプ;青wbの 時として、、ド或 8(1 8 !J I?け

から[μ7月中ヨま亡、ノκ¥3:以£心山fパ1付比守ιi元l

~: "1γ一る) :に二おい亡開?昔貯i伴干され t七、主弟う1川lθ)日tサト y刀 競J技支大;父以 fι、: -4本去斗;伴大プ会-?J と

する} に参方胡加i日1:き':::1千L吋fr干 j人ベR反礼〈心J府守救育委R会の:3E口吋Jをを了受lけ7乙設立さ九 t~干巾台被え昔 l財1封f凶;口j人、

人l円同寸弓iJT制叫市f体本下育干|協岳会 f以「λ、ryむ2 とfる) ~，は土 l同司槻市かり本:，!. )~~); 11; :r)i;C)貸与を

'ノムl了、そして Y2CT;}Jn~駐日体である捷利能 JJ な主引いJS J:2印に ~1J 吉三会合百三

笠さイコて、本{~-.t、会を開位 L l:っ本 11'大会C)!、ンフレャトには、二千!記者，L: Lて

対2t法人 γ協会S近県 Jエいう名町:がFJ戟されといた日 S:d間引 J舌勤i手間ノy

の刀、ブ/ブォ 7によって戒す LCいたのじあ打、本計大会における審川等も

が向irL尽に

11'ャの，';;:j校の投おから選任免i:こした

本作大会における主H校什 Jカ」昔日(7)!):お古オ~監-g:は B敦諭でキノ t_'- B敦

誌は、日日刊1/]，1t;てから引が設問 tる人口佼およびム中乍伎の休7了救f:;n(~ Lて剖

務し、だLFと同時に/¥(;;.j'えおぶびAII'千十1:.0)リ カ~(jμ、日?背を務めた そ~

ー ~.Û、 S:Ji<;;i(;)三丸山〕



民事判例研究

後、平成 5年頃にA同校の監督をC教諭がづ|き継いだc しかし、平成 7{-下頃か

らC救諭は高知県の選抜チームの除腎となり、 10Jチームの都合と本件大会の円

科が重なったため、 B教諭がC教諭の代わりに監督として本件大会に参加する

ことになった

平成 8{ド8H 12日午後9時頃にA同校ザツカ」部は、同知港から大阪市港へ
向かうフェリーに来り込んだり当11すの天気はH青であり、船上から早が見える状

態であった。 しかし、同日-'1:iをII時頃、台風12号が沖縄県名識市の丙北丙約40

キロメ トルi山内、をjt北西に逆行していた{

翌日のつ前 6時t1¥にA同校サッカ 部は大阪南港へ到着し、同日 "l前11時頃

に本刊運動広場に到柑した， A高校サッカ一部が本1'1運動広場に1'J柑した時{

の天候は主であった。しかし、 A市校の第 試合が開始、されたつ iをi時507ナ頃

には需雲が上キに現れ、小雨が降り始め、時に法占から需鳴が聞こえる状態で

あった そのため、選干の'1'には落百を防止するために、ペ〆ダントを外す者

もいた。 しかし、 X1 はタトさなかった

九市校の第一試合は'1後2~'，\:55分に終了 L、その後に他校の試合が開始され

た。この試台。〉主7作はE救諭であった。この試台ω開始直後から、立には陥芸

が立ち広め、ラインスマンがラインを確認することが困難になる程の豪州が降

り始めた。この試台中の午後3時15力、頃に大阪管|メ気象台から宵作意Hlが発令

されたベしかし、 Y2およびS連仰ならびに本件大会の関係者は、雷注意報が

発令されたことを知らなかった付

この試合が終了してから、 i¥t'i校の第一試合の問責fl時刻 ('1後4時刻分)ま

で、雨はiIみ、~も明るくなけつつあった しかし、本件運動広場の西南のh

1")に宇、く I叫まった附雪が立ち込め、雷鳴が聞こえ、さらに安の聞に発生した放

軍を目撃した者もいた。もっとも、高鳴の音は大きくなく、遠くの2tで発'1し

た程度として考えられた(以下、この段落の事実忍定を「第一試合直前の事実

認定」とする)。

八百伎の第 試合が午後4時引)分に開始された}そのがo5 分後、 i\~校IftlJ ゴー

ルから見て左サイドにボ ルがあり、そこに両チ ムの選fも集'1'したが、し

かし X1だけは右サイドのスペースを走:)始めたりそし亡、 X1が右サイドを駆

け 1，;がっているとき、突如としてフィールトが明るくなり、大きな青と干'iri:K.と

ともに、その場に X1は倒れた(以「、「本件必雷事故」とずる)，汚れた明tI 

を洗濯していた日教諭および会場担当者として本部テント|勺にいた他校のD教

北法58(6-349)2919 [228] 



判例研究

識は 「寄り、 主ょに741を掛けたが、 しう l-"X1~'土 l込4 をせず、日正

11っち l九かった てこご、日折、誌は .¥1に;t-J'~-"てノ、土矛段'::' ，~ちし D救諭は i己

θ)1や，1千百IJIで紋急所!yT取す φとともに、 XJ(.:対して'L、服マッりージをfJiliし

たパそのi託、 X1 ;立7ぷ:1，阜で救命;jFz:ふ、 1:ンタ ヘ拭z:与され、泊粧をそ!jと、し
カミし Xl (?)間口!;!:矢問 L、エ'1'，"支隊fEは全守H ，I山] 航機能には~.:-"い|車古

が万九り、千主7室温干与:字級:二 l枇ご志った}

正ころで、本?と治fR':/::/1\0.ソ、前にも全同で務日R化海:j:J-'il;'/が発'--{-ーして~，\-;--，のであ

り、でト'X5午:.-=-G打 p~ のうら 3 )、が死亡)、 ドト&6年に11~':- (そのうちメ人

が1じ亡j、 F成 T!f:こlu件{そのうち 6人が化亡j ゼあったu また、本件落i訂

事故n苅;)ら{{ftしていた前官事故に関守るえ点には、叶えば、 l運動均等に

居て、霊叫が間こえる少さ、入:宣1、がモワモク発l圭ずるこき、 E日!にl宇い竺 r

広士 oこさは、匹 t，に;:;;;内、こj監班しま仁需鴨;二速く 7;ι 「か"C'も危険信号で f
かり、日与を蒋さす、町内;こjlI;~tif しますれ ;" <で市鳴が問、 xた旬、←jぐにJk7:

鈍し、す可うおんでもす Fに1五Yfiヲ山ない:とがたいせつです」竿とい)記載が

あ Jに(以 F，1一言じ持記載を「本fl件記長~J と )-6;() 

f持高波7ぞを'/.けた Jill土、約 117ゐ;Jlùlíこ円:)人Zーして v 、 f二戸-;~町役、 JIi 

i主人 I':-'~校に復学かぶめたが、 Lかし平成jj年に l技終処分となヮた lι その後、

X]および X，ノ，¥ . X?， d止) . X-+ ('j~ ，) i上本訴を提芯し、まず、 Y1C')絞行

協Eりずないし紋í[寺でめる 15教拾がfJ>[lj>-~- ~立を]-比・ドFうよこすーベき安全自己最義お

に浅lプしたこと与を j~白 J 二 Yl:})債務小履1;責jlまたは小長三]為責汀を守ij/t1_，、

次いで 'l:::1;汁:牛夕、会の l 催(i-"Cもあることを前提としてむの隠れ補助計てある

D敦北カ B.4-!(品こ r1;Hf: J) :it;務に返反Llこと等合理1111:Y)の不法行為責任をi

主張し、説書官1(i :7，べかりし釆 J市、治統 Jt~ 、"~者(í)tj ，!号 i:;J官名古、

としてt/j3怯円灯時筒を求めた九な円、 X1，-，立、 E本体有 J了校健J党中シタ」

カら|与拝見弁企YJ::l，4iJO万七J3lび淡害J、消給付金j:;':f34C万円、¥'，にぶつ、 Q1

0ーされf:- IX j 岩 ~t- _-J， 依するからt:1Z;j~約 1 ，iU();j円およむぐ1'1から見まま金奇

受け取り、[戸l義援さてLY?? に閉しとは~~~.-t1f台症を主張 t る際;許可、 L ていゐ{

I ~t?i\l~;宣平守問~I)()(íイ1':1 Hl刊:q
なお、 官および l長帯 (11 、 :jJ慌 1-[; および S 二~出::去の貰任も守けノ札(:，し

かし、か合、る女tL(土上(11守Z"Cは予おれていな ν、。ぞれゆえ、本計fペl土、こり;司

朽:二段1-1る争O:(，""-"'-.Jゾては触れな」¥

l229; ー ~.Û、 S:Ji. 348) 29 ~8 



民事判例研究

審および原審は、 Xらの請求を全て棄却した〕原審は、 B教諭の義務違反

を内定することによって引の責任を行宏し、 Si主開が本件大会のヱ{崖粁であ

ることを認めることによって Y2の責任を否定したのであった 2

そこで、 Xらは、上告受珂しいよてをした

I判旨]

本判決はj阜、審の判断を破棄し、本件を服審へ差し戻した。本判決は、ま「、

y 10)責任について次のように述べるつ「投育活動的一環として行われる学校の

ぷ外のクラブ市部jにおいとは、牛徒は担当教諭の指ょ~w~'tまにもLって行動するの

であるから、 !II当救l論は、できるI;Hり生徒の安全にかかわる事故の危険引を具

体的に子見し、その}:..見に本て九、て当該事故の発牛を未然に防止寸るJ位置を執

り、クラブ活動中的生徒を保広すべき注色、義務を負うものというべきであるJ<'

そし亡、「前記事実関係によれば、落雷による死傷事故は、平成日年から平成

7年までにす、困で毎年 5~llfl 資生し、毎年 3~6 人が死亡しており、また、

落雷事故を 1-=-防 fるためのit~;-: に関しては、平成お午までに、本件名記事lc等の

丈献上0)ぷ載が多く存存していたというのである付そして、史に間記事実関係

によれば、 i¥t.'i校の第2試合の問責fI直前ころには、本件運動広場の南阿方I'Jの

上空には黒く固まった暗雲がげても込め、南l鳴が聞こえ、雲のIUJで放電が起きる

のがH撃きれていたというのであるべそう守ると、 卜記雷鳴が大きな首ではな

かったとしても、|門l校サヅカ一部の~I京者兼監督ーであった E教諭としては、上

記同白ころまむには落古事以発生の危険が迫っていることをR刊、的に f見する

ことが可能であったというべきであり、また、干兄寸べき注意義務を怠ったも

のというべきであるサこのことは、たとえ半均的なス'fーツ指導者において、

落古事故発11<0)危険性の認識が縛く、雨がやみ、宝が明るくなり、高鳴が遣の

くにつれ、落雷事故発生の危険特は減弱するとの認識が 般的なものであった

としても左打されるものではな l"o なぜなら、 I-，p己のような認識は、平成8年

までに多く保在していた落雷事故を予防するための注患に閉する本件各記載等

の内容と中郎、れないものであり、当時の科守的知見に反するものであって、そ

の指導除仔に従ってわ動する生徒を保tをすべきクラブ活動の担当教諭の注恒義

務を免れさせる事情とはなり得なし叶通らであるJc

次いで本判決は、 Y2とS辿関との関係について次のように述べる r前記市

長関係によれば、 [1J y"土、大阪附教育委員会の認りを受け CI17: ¥1:されたス

北法S8(fi.347)291i [Z:lO] 
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ポ /告~，~ ~] 1!与をキ:なU的とする目HJii主人寸志るが、 子。)ん山 ~~.I ，JI体であり権利能

カな主文:.L': である己 7Jl~に、+.;-(牛実行委員会多 11 右主吐て、本1~J、ヂ;を開濯し

た、[2 J尚則前からヰ;汁運動弘、坊の貸ラを'iけていにのl土、士2ごめ.')t.、r:lJ 
j，'i+ )..会のハンワレノトには、ヱ濯1円トして 'liオ出法人、う了品会 Si~~ s::t 1. .， 

う?;;~ょ 7J{日己哉され亡いたとし h うのであるかよ、 1，j:政の 4;>['百れない恨り、 1二は

，H↓よ会的;-1娃;~'であると J主泌するのが相当でdちる}そ、 y.，(/) ;Jn 1$ :，;j却

であり体利能力なき汁同である日連盟が恋:{1'大会の士川!i ~:t旦斗 L 亡いl:. "!..JミレJ

いって、上記符設の予情がある三~う」とはできな¥， '.J c 

以上りよ今に、主1可決l土、 l以審しj判断には I:IJi1:.::こ影粧をTiほす ι肘らかとk法令

I))~正反がめることや lltめて、 ;j\ 尚校のきち 2 日tffジ〕開始 l島市ころまでに、日投

誌が:存在手 1'(;え発Ijの危険を兵体問(.~ ý 兄 l~ -C"、1とすれば、 kのぶつなJ白宣を

執ることかできなか、 H投:;kJがその桝晋を執ってhイ:こ'"ば、'>1'1必需事故

(J) 4.伝牛を凶附するこ亡がで主たか、 Y，が宇宍こった会(i)iJtl'者であるこ，1'認する

のが相当といえないttf'えの事情プJあったかなどlっして、史::'{'r;::;::さか14く去せ

本件をl耳審にJfL戻Lた υるよめ」

i評釈1

1目本判決の意義

本判決l玉、課外クラブ活動rjl(T) 洛 E ポ ιCk陪 ";--0 初の民高裁斗決である、"~，，，:

lU i去は、治市Jニい λ 日然J)J教に起凶ずるギ故でめ}ても、二れを」445兄1白.~9寸4

?合守を令がある L三苧とを:認司めIct;下トヲ例jと1しJ てE義がある

2 課タトワラブ活動中の溶雷事故

県外クソプt丹;)J':における事前のフてTはス，[:'ソ与;;.;t;i"C-，;める亡。もともとス

μ史料クァ fl}i動l立、教育4ぞれにおける必l壊のぷ|日/'}jill，討とは央会る U

もっ ζ も、 ド)主1"年 IIJ :';ii数百諜担が実 ~-lfi 包れた:こ仁よって、中学校・高

寸"了校の攻守点科からJ如何ノアラブ活動はJ7Ziこされ、課外クラ寸if，兵;jJ~こ み1tさ
れt， こ(1)ヴ;ついては臼行久存「待出J，舌動:関守る諮問:lli( クラブ活

世心的芳希と珂解 プ苅'750号制九以 fを主将)。

4 叶阿布IÍ口 l お 4 章学校イト古~.占立の j、主主と問題 i勺三i:lì 32f久(，~f.nノ「ス，]: ノ

事故ク〉稔 l~iIY:J州先 事阪の汁決骨11やめぐって ，~ l;;U足以~ (不昧:主主也、 l~H)S)

守をきmL

1231; ー ~.Û、 3:， 6.:W;)29 行



況中判l7jf;:汗芯

ポ /ぞれ白体 lこ小 ~JJ _;t~C)危険ヂ 1 J，:-!してし、るから、 lじた斗叫えのτrlfを教員

に求めることは陥で品 i'} 、説外クワノ1lE勤ゃを判i':'.~ ぜることにわなる t かし、

彼Zの紋"守も蛇視すーるこ c'はできないから、これ:~. ~，;芯「るため i 、 i苅えば[)

4スパ y北」民l:ンタ ~ :!l前身がれ1<1木n 学校健辰，c:ンタ )の化亡‘昆
士~.~正小山iEE う存もするごところが、こうすた削;Rtに去っu て給付さオしる金問

l二、当該被害の限度とJヒして、十フ了-Ciよな ν ことがある J かくしと、課外クラ

て/;}，;司jの宇1:&-:(;):訴訟H::-t-む。ィキ判所以、 主主主出人ないクラブザ]動のィLり万 l彼Jざ

白救済の扶1~j(..: f雪/;-..i'Lることになり、年校事故の中でも課外ク]]活到の事故

iz難1悼公う了弘子をr1iめる、 とι;われといる}つ

二うじた平常に加ズて、本fil止天川ーとてE主解ミれ準品，(，需(:' J ;~~~J:司象〕が

直接のみ害J車問ごあるこ2かム ム、i干の所f上を即4 レすかにするこ，::~， J きら司

誰と在る J それゆえ、 ~f..; • ，1守、'r:t'と本;':j決(1)消防fが分7;れたことにもP主ri1があ

る J 子~-c"以下土、 と t) わけ脱落と本刊〉士一〕\知 If~J なる考 x 万にぷづい仁子

見守気王寺 j~主反を It，>.i:;:ある'v 'L 土f: :'El_， /:. 7)、r 

3 吉宮話事故の注意義務について

注意義務の内容

かソては返宍を J色、吉、の緊張のノにおlいう L珪打、態こにてiJji""する"鳴が右/J

Fあッた}しかい況在「は~:t:を t主主義fJ?に違反する行為としく fq::N守一;--0立

場がイベ }Jである υ 段認のリ渇によると、通宍と;土、 i古来発!I'Ji)一予見nJfjR引ない

し子見設めか前段と 1 た結果口波高「をにじでjえした1:おのことしいあるぺ結果を

予見できなければ、手i~' ~i-!..~j社設務の活、J はあり得ないのてヘ結沢田地叉務(7)

訂'J 提よし、:見叫t;~牧ないし F見義務が!r.しj(されζ人まれ、杭果の!日l遊ョJLt

牲がなけ札(工、結呆iillJ:~t弐;fXC)履行を求めることはできないので2める←ι句、

返 ~J.:-.(Ì)前売とし、計弔問;lll寸能件むまさ￡されるにそしし沿火における出 E

円矧~: f主l学校におけるわ活動中引事故と不法行為J;Z1l:J 1111 :引 ~Jj 絹 『法

判実務大井、お 1G，~主ィ、法行為訴訟i土 (2! ， 2 '7子， t山林寺|託、 1%71，

1 ムドノ|官討J'tfi斉訂"irn法cn]甲論，;: 4::()~ (東京k学 1J'I~k会、 ;)79) 

'1井‘問f司i;むバOOJ1c

メただし、潮見佳J} ~不iよれ為iL: Jj2H Ucil::社、 200仁!も参lmJ

P 流山主代 I不ith為における浩史: 速は什 c~-:! ~ f-iJ タ出世~}4-~同 J

lJ t-λ一L、沢Jli4i 公害乃紅、;)、的研究巴ム71頁)J'" 粒朴、 1、169) 's参;17;L

二日誌S8(円 :l4:J)2D1S Lよ321



判例研究

~\:務は、:耳石川必;':[0)行為について当該町職業 地守 m す均等に同する出常人の

能力.，正予弄竿ヰノぎ準とし r 険'10・1拝観的に決定主れる叫え iZ、当:刻 J為

者が区仰ならば、 般的なFぞれの倍 IJ・7土足与を基【干 ζ しC当技行為者。〉汁主

義務が決定され、三;奈川九7ピが)主判手ならば、 校内な苦手ム手(F)能力・技Eとぎ

を主主揖こして当該.n!c;rr'n汁景~%1さカ仮定される.])である

以上の逸夫論は、 校{咋な過失の市民(の ;":1:') ごある J京審もノ予t'liえも、

基本的に、かかる也人埋昭T前提にLてし 1斗 しかし、官官者l土日教品、の作芭五

務内判断三告すを異にしており、この点在住論を左右したこいよわれる

(2 ~ 原審の判断

ます話審!土、1'， (その履行総fリJ音丈る日教諭)がf正予契約l-7たっく1J随R

初として X;:こ対して員ろべき J主配l長義筏12 ，こっ、ミて、「クラ 7"~t卦が忌外で

rrわt】る λ11:一、ノ続投山場 J?におし、 t 、その↓人マ平手等からみて J~./'t::;うに辛:ぬけ、 l人j

z午して1 る二とから、その指導にあたる教員!土、牛悼の能力主勘案 て先牛す

る刊誌性のある危険を J~5Iニし、これをlυl准詐父き泡t)J7J:防止鉛直ちをエらなけ

ればならーない、 と述べる、見こいで原君主1;1. : i長'i1景恨の発令や武百は、 それ

肉体は }-H，~~nぢな落合被害の発主主当然:二芯日本寸る忍のではなく 1 会 JIT!念「も、

出i-i-:.ifii:-}=:Z1J発メ与され!::i-)、:;T，.くで出子問こえたけ LてLるこ tから主ち， -一切

の社会的なi舌動を片とあるい!止中断宇べきこムが当代μ安請されくいζとま f

はいえないからわ 13 お〔諭グ)j，:::(配!選投務没，;z.をぜl屯する H;ft，~_とし仁、五「i 各

記載の!{:I主科学月号7見f二本づしプ一軍Jl果|ロ|准可能性がfJ-1:t寸るだけではだりず、

本 :tVr;声事 rlt:，'，~":) ~て日教諭(.~_ 1 予見可能七とのあったことや|均約なスポ y 

指ヰ芋 r しての F兎義j'I¥迭はがあ J丈こしが伝説ごある， !日不一jZ; そして

ポ審iz、l市被f;??は、有j-f:.5;去十五円投il-，;'!' ~'~三二較しし相対的に死傷事故の会

ドし言手11夫 1118-il 小íJ行為_~ 336同 (青~4'i雪:淀、 E臥)')

f 石本弘-yj過失の才7λ荘労 四7了前:)こア総合tlJfj~ Icil究:J~:古民投 (9L; 

26H 右を|官、 1叩9S引 r

、減川1百三戸久、 民1法去'70ω9条(川司不、法1;---7.ι丸刊"の
了よ氏うえ点己むl渋J去ミシ円ていじのつ自 I1 出 5臼80J1穴刀j以，'~ ;'イ行j妥悶、 l 叩!)!)ω8'1 は、 女子4令:去そ市再陀二l協吾弘、我務dω〉青「味土と し
ごし、 /桁1竹〉不μ、j行j泊のF-.j以斗J力がi);τ:'j減、 /切2引:I~J!ゴ過生 jたミ υの〉守壬玄 f任手ρの〉止Uι?換毛、 そしマ J必1¥ι宜立f接妾σの〉侵害

it7l I叫が治 省 :'1炊現象であリ、 f-r、税不jな不J叉行為法によれば責任え同わない

昔!しその校告を防よこする丹1.，:;ζ矛与をci*，tι を宇げる〕

l2:n; ー ~.Û、 S:.6.344)'!9.:.~



況中判l7jf;:汗芯

'1何主えが少なし 1ことが訟められ、こうした状比からすると、スポ」 ソj-:"rj草者の

問に 1，3いても ì~言被害に対する ll治問 '1ヲ三識はそれほど出;'v H♂のごはなかッ

たこと」、 IA.('{7丸一子当事故当将、本件グラント lニ肘什h"tiたりヅカ一戸存者。nJ

F ん μが佐官の(~;険いを計くあるいは c:t ，;，...ん〉感じっしおなかっl'こr，竿を用

由として、平主J的在ス，1' ッj行専呂にえすして、， 11，がやみ、 7r刀、明る¥なり、

古告が3 のくにつ;， ~、 d;'~の危険件は減 G1} するとの l出議」そ定jえる知見を，1とめ

ゐこどはできない、ど話不L/:ー

かくして、第 ぷ台夜討の弔~~{~，疋([事実]を言宗照 を前提!とすゐ :D.L!)、

、lZJ"}:;0公スポ ッ品賞者が共古1べ汽 般的な主;匡しか有さない1i-にとっ{、

イJfitt-古事úX(土子屯することができないのむあるから、原 ;i~( 土

令されずい丈こしゃE信号単二:の発司があっ丈:ノ寸の舌発1::ーの兆候があ-llとし

ても、そのことから育ちにB)次l説にお 1，-，"仁三、刊ブ f'ノレドの選手 ì~i~'~> ヲるこ

とをr-7Jl寸るよこ古、叫古市rあったとiZし，;:;寸二まf二、 そのことを"同 jべ;足立

7斉があべたとま t了はv込〈ないとい右べきご£る と吋f了、した(i')である

問題!土、 13教諭乃:l!1ラミのおJ¥!li主主宇が、な P平均的なスポ ツ指フ注者であゐの

刀¥つまり、 B.tkmiii刀、憶えるぺ主上;周は、なぜ、V-Jt的なスポー y長7清Lriとし亡

民有 1べ主一町内な知見TNりるぴか、 ずある，~~ (f) }，~!::立、本イとの 1 教識がf]

30イ1'.(.:: n:り伶コ才'jj斗fjH斗Lてt，え_:.tz品liであることや与えるt、B宇土品、の過うた

の半;J:J:~ );t i手 c L -c r平均的なスホ Y指フtf.守 が立たさ1しることは不合F11r!止
ない、刈 lえて、二のことは、 l守、詐が ~YL ;rf: ~た'立公配!主義続的内界か内も:l1j:!f!料1

るここがでミる U 、の安全配慮義SJちの lよfGによれば、Il教諭lよ辛 ~(l防 fこ当該ス

ポ ツ競技 l シ足、然的に内-rr~-る危険主予見 日~tlγ る叉務を通'，)すれば JJ~ 1)る

ニ1てしなる このような位険?して、問えfLサァカ 円前技中にポ ルカザ1.F1，

l この '1' したこ ζ にた~P~1寸る子[湯川、ある， "立本弔51)に自然を対象とするスポー

4 大分均判11;-1，(トc ~)' 13 ('[:11 タ ~)62 う:lbU-f王手、千本有授業内可，カ 競技1[1

l-れτ兇主的蹴る打、ールが命昨しヒごと仁ぷり(波τ児宝山口長が白下記ーた事案
において、 J旦当な戸川競技11;の危険制止に;.)j~な什岩をJムい、事J土日近 ;φ 努め

るべき注忠義務を負 ).-C¥通ゐことを:¥，jl是¥，::.~つつ、休I1t1;t;の古誌や効刑 tこ'n'
与する?トソカ 競技:ま Ijj;¥¥. 1つれたルがj也J;i~l主 i ニ三::;;~主WFf.r~よれを依存1 と

'，，>っ、も -;r'--しっかえなvとが) +~!:央子市:J '"ながら J なお汗 ~:2， ;;::::!L -C\;'''ること、

本1'1'c'は当該教師が事有にポール今ノ'7(/)練四宇児豆に行わせている:と、
サ yカーはボ ルを蹴り .I，g-j-ことが絶えr!;jj宣される競技でめ()、このこ止を

二日誌S8(円 343) 2Dl:l Lよ34)



判例研究

ツ (0' え(工水泳ペ~ ~~~:ι ) C)銭授':1に'1じゐ自然ょんせ伶，t..:-'，4 を参同1が与え

られる ところが、{(;.';t"~よ::!:i~_てスドーッ :fEtt と本米川には栴関係で島，]、しか

も毘?常的 外立的な事長なので止る それはえ、帯雨事が、 ~j 過信はさ:j ~':iスポー

ツ:1!:j-tに必然的に、jイ土守るイ'fJ~rfrl >じて考え~~) ~-しな!、かい、 [J救二切に治雷t放の
科ザ的知見を要求することは I. p [.広全再己資.;"'(J~:f (?)純明を前七 !I九ずる ~"'(:f1}をぶすこ

とになる}したがコピ 日救品lょiとしと，，'，;;-;' -'J ;:~~;之を 11;;，-号する"マあれば

行ずる知見、 r なわち平:t'.~;的なスポ ソ指持者介 Lて貝有 Tべき 般的な可i兄

を備えておればよい、と I京打、は考えたので志ろう 3

このふろに、!母、審が~，ぷする'[;:全出丘、:，{li.:.務 rJ; 内容から存而事故は除外 tqv;

いる、 ζ理併することもできょう これ1:加えて、原れが，{，常事故のI-;!i日ふ下了能

性の.J:t;:性として本件件記ね工りも「朴i';:J世念 を優先さすているこ〉、そして

ヨ昨によコて '':'j:- ;:Kさ i~;!:二予見の内字下川} ì~トキみ、て片/;;'8司令(.士り、 正一日烏が誌の

くにつれ、落訴の所|決件は減rj¥Jするとの認誠jァγスボ ソtrO芹者ではない 昨す
人であ:ても円情!_A尋ぺすまELiaピあるごと(;!;.:-寸ぺ;:>:.，原下?の理併¥，-{主スば、科4ニ

的安l見を1日える研究者等ではない限り、ぷ件で(エ芳;本的に i守主義務違j〆u幻;7E

されなしりょとから、ぞもそも l京詐 ~j，B 段論。)~i: ~守杭務違反を認め .6 ~(治、なョ、つ

で九 ':_ -1 _-~メ色 、"フ
ん、 ι_'tJ ~う八つイ'， "0"

ところで 不特山、単独で活動dる課外クラ fてはなく 試{j'7Fh¥.(I)説夕、ク

ラブ出動であったから、 h何-， ムのむ皆が、試合rhi，'向分のチ ムの生徒

だけを勝 fiニjFJ収させること l土、泊常は与えられないい この二とから、 j古来

を|口|設し得た有lよi:z ¥ '，-"いし δ主t沼jだけであった、と:gえるャこもずきる L

てれゆえ 本件におL ては、 E設諭のj呈;たは不同に'fc)，.. 'yノも、 Yヮ(ない!. 

教H印削叩J]巾I1ハtμニ禁止さ寸什ふωなら vばf、サノプカJ 訪技{，1，れLド肖守f休ノ半トdカがぎ斗ト成L泊立疋ないニと宅寺F

lに二、i:í己主投耐の過失をf，~定 l '?いるこ

伊藤注 r-J_iij同校サ yき ?再出 t~~-:{-M.6台裁;，:nた j 苧 :I[教育 J、149号~)4J誌

は、 l試合忍長をポイコ 1 してじも ~'6 古車;土田辺ヂ情義持 lS' J~~ くすへき法的

F:~lがあちた」と '..;'-)ο 裕かに、ボノコットしん fftで、実際 1， _~.搭 i出が i じμ; 工、

守';j，をlμ"こ当該ボイコゾドば止当化されよ九 〕かし、このことは治Eをナ見寸
きるニ}か "'Jがである。 ;J~--{ :-~;ソ k したもの山、拾三百が淀川しなければ、 ノJ

~CìL(:~主任}よ果た 5 れるかもしれなし寸言、しかし他方でM がい!の円L会的な!

支引が牛に得ふ l これ子技舗が }j IY:J ~，_~負わなければならないことえ;主将祝し

て、教的lよボJコットをふ々 ')，るこ介は、百11至があるよぺに思う。

ー ~.Û、 S;Ji.342)'!9~2



況中判l7jf;:汗芯

にτtFをfeわせるごとは#えhzι得たはす cある lli 債務省な， ，し便

JII ，守の責任合間う前ほとし工、その，~j，H: 椅均27 な U け〆設JjUíの !i7:，~- ・ j{;I;失が定

ポされてし 1 ゐかと、 B4X~富山過去を否定するなら、 Y10) 日イヲも否定される

こ〉にな之) それにもか1;、わ"ず、 1"帯は被片i;:~ 人令尽の貝↑上を行Æ， ~~たのであ

るから、 ;Jii:審は当初←ら BtJ諭以タトグ〕苫の責任も長 J，~する欠はなかった、とも与

えられるのである{

日l車盟

ムの斗況に浜市しごいふ刊能性もあっ/"L 続さ:t-1l

市していた可能円らあったし、本引還主b広場内 ~ill を JF~J していた J3f二泊'~ì L 

ιし3たlリ伝性れあったc ;-書出が iE 然現象むある以トは、こ q した 1高代性~;: J~ け

不汗で{王、芥IF町子

られな!\てれでもなお、本れによ"~'" ，て B;f:;，品の{士吉義務違反'q'll叫するので

あれi工、「白川リ+ !{f，T."{ます-<)-1 ムの，*.tt:'，: l手まIまJτ宵舌 Lt~J とし 1 う

潤ク人マ(を、返夫同念に取り込み、 JT倍する必止があゐ、 Lかし、これを主易に

rr 去 J工、ィ意義務心中Ì.~， I:jι 化泊li に jムげるここになり、埼呆で苛1千に i:íó る来:向[さえ

める口それゆえ、情批判を内i止する必古と、つ u;~へ税-Z<. ~"~起 liJする '8 op つい

ては詳の主仔も刊わない、と t'う ¥i坊が去、「 ν もバ、合:.:2'~:'ある，t- ~i El~' ミ訪れな

いであっろ

本判決の判断(3) 

お た孝之 jち ~";"I (よるん ~~X;:ÎJW了生の受f話事故と字校設雪 Jまおよび太会主

制l者の貴子につ川日本ス Fーツil、子会主f報13号144Jえによるこ、 lった会1I1~I) 

."故乙いう'，1，1、で、その〆)e生す:f>J.i :)'， '-~べ主花L{j~ょ、第一にん会?催:(:，にあったこ

いう t-~)j は|分lμl詑である」どい与

，1: :1灸の只↑三いついて我妻末「利己」伝樫泡誌』ム制R 山 it~ 吉三号、!日7川、

具凶 r~l!白 "1責ti1'紘議 [J首情版':_1 1つ7Fl(悠λ叶、 190引をさ手出。 754忘れ-#1]

:こっ川こ fiミ妄栄~ -~'i寺管理・ィ、当利特. /-':12、行為[復刻版;，_11'1-2頁 L口本市内T

相、 2()U3八、 1'1手 ";-~y，1，企:Fff;:tJtQ.論E不ith1J.__~~~民(官、 -~z i2-. 20(2) か会142P

Q それkHl亡、庶審の判断を否定的(二汗制する見鮮として、jJljえば伊藤 E

，eijj宅注];"1':::d頁を宅幸四

~0 Jt.;{:再三は呉なり、本flj;-i(は l安宅配l主義務 というで告を用いていないn

このl!:~ _-:. ~~) ;.. ，"'C， li-'，~~'奇異『安全配慮義J警のイi約三」 I39頁 l成正半、 1992，】は、 l 故

I'""J裁が、府協関係改r}それと 11-，1吐l ペベ(;itW問官以外0)場開lおいて二女イ予防l

意瓦務の誌を用いるこシ:こは消極的であることを予l段」している、という こ

'/1が白うべき注主義務， ，ム Lく ;えの上うい斗これl対して、本判決(立、

Lよ36]l
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判例研究

へる救古川~};O) 持とし-c1ァわれるプ'tZO)口県外。)ケラフl:j(;f;J;におl，'TI:士、

生徒は;口岩手土諭のすきと出!詰寄仁従ッて行動するのじあるから mさ救~~~ ~ょ、 、え

るl現I'}Î: 徒の'{ヒ全にか刀4わるミþ;\~、 C) rι治;三i 岳民仏的 (.~T}~L. 、その~比に基つ

いて3設すれ恨の乏生を恥タ人v民 l すふ拾試を執り、クラフ九首長~U中の生徒を保~，if

子べき L~:J主持を負 λ いそ L て、本判決し土、治 試行足当i] Ç) l事実認ノ~~~ ([ ~事実i

を会開)カム、「人 i'~J伎の第三試合的問始rt-前ころには、本件辺勤広場I})r-t~~

方向の l' 主には出<ì5まコ l"~首?が \'1' -t' 込め、常時J戸同こえ、ゴ、の買で1/1電が

起さるのが日"rされていた j と1ゐう部分だけを「り U'iJ:/C:Hして、 lたく λ ド均的

なスポ .lm_!芹f:に怠ν"，落語字r'/，r.す"，c戸の危険性の認識が汚く、況がわみ、
やが明るくな n、ヨl時が法のくにつれ、治信事政党F↓の危険引は;，I;il(弱するとの

認長'ijf 般的な込のであっ r_~c:しても J、 その指 l非忠 告に従 J て行且，~-j一 ;;:J'*.íl

を淳、本「べきクラプ活動的:j:lld校"命的注ロ、義務を免れさ，rる弔情とはと主')将士

いj こ*'J小したのである
二うした本判りとν 〉 Fl↓示と原拝。)jJ}~示と (J) :~~ lーは出Eすべき圭呉が芯つる -'-. -'-

ぶ

わ仏、本判決は、 l阜審〉呉な灯、 u:'教諭と件~，tの服従日号係を草枕して可、る d出、

J;事実認疋の強調。)it むを微妙に~にしている内、であるつ

ます、 lについて、本相，1，およ、Il教訓の地交の判断基準を 教諭と生慢の服

従問仔、に基ワ~ ，て、決定してい 1.;;，)ヲヰわち、 E教諭の過失は、 lこ手:設の議外

のクラフ活動 lであることを全刊〉して、平均的なλポ(ツ指法者lではなく、

i品グ);-:";;I辱Ii(し昔に従って行動する![沿を?呆仁与すべきクラゴ活動じりρi斗教諭 j と

いっ草準にょっと判断"、いるのマブめる L この左準によると 相当教諭がれう

べき~王寺(ニ、げ 0'服従関係が(:了下ヲ之，]U](土、 l できる収 ì! IHjJ.:(7)安全にかかわ

るす'f;lfzのむ険性をf主体的;':"-J/見し、その子見l本づいで二l;i~-;立字放の発生を未然
lこ防 l する j 、とに芳で投ぶどり「ポ審が1ド~it~ Jv た基準と oj¥なり、 l 当誌スポ」

'J ¥j立誌に長、吠がJに河干t-jる危険」に限定えれることはないの Cある このよう

な本半!jiJ~ 0) 16市1，:よると、持者事6X:も/[:1走の公主に l司わる事故である|現り、下

のことから、/ド引海!三日教諭の義持違11，、を不法:[j':7.，;)ζ -T担とえている、

し得る二のの、については、湖):1 ・的指汀 13 ・ 582 円をさよ~~-

とJWiF

山それゆえ、教師への従属併が一段と弘 ν円、学校・中学伐の氾辛 生徒にi了

可るE主足式J与の特性:土、主校とlri)半か、それら、 ;}) ;J<ヰtにあることになのλ(小
賀野晶 「匹以トクラプ11'1 且，~I[;の第百事政指害賠償請求主件判例自治287--0>'1(1頁)"

ー ~.Û、 S:， 6.:W:)'!9~()



況中判l7jf;:汗芯

同，訪 iーの対象とな九、ぞれゆえ、 N"iご11告が落省事故を r恒ー ttiょi する同提
として求められる科手(r';鉦見や!e1i均し亡いなν ことは日iえれないl こ{j;ことに

基づいて、本判決は必(:.ついて、にとえB敦請が「平均的なスポ Y1:1i草者」

σ〉 舵i'"J企芯=前を治え、ムロ伐の第一試合口mに 'I，I，Jが¥コ品、 7需が明るイな T人

前日再が乏の」し、た、とかっ、 7害信事故を予見できなか〉だと 1亡も、このここ

lニ「そのi旨i主1;;;;仔に!主。て行動-1.，;S牛i定子保足するクラ /fJ動のμ当救識の出

当、0'...務合免れさせる ~"'illi ，t はなり初なし、半IJ不 L/: のであふ ο

このように、先の己と也〆は!主1込し、去、はlコを清択としている 1 すQ と、次に

尚昆ととkるのは 本下りはが日教諭(1)込先判断(l)E半を 「そのJ旨芹杭官;こ1;しっ

て行動するヰ i走者~ 'i~~~_Nーヲベきクラブι舌訴のf 斗 ~'z ，前」に長めた理i でめる そ

応の座出l止、:大の Eう¥'.-説明できるで品ろう叫すなわち、担当事;款の指J草

It:~仔に従勺て h 勤中る .:\1 が u らの 1日経fで試合を t在宅・己主目見「ることは、 j通毛雪'i

じ'1

iはZ考え られrな丈い、 てつ');:ま主 1)，-f抑同ニ当宅れt武4令~()の)桁手蒋季用杭:f督手;にこ月削出li汁す」る3 乙とによ JツJ こ回山:二こf行y 

虫蛇't~，でJ さない生i徒主却lγ~jlス刻必l以」る巳q崎負を田〕越祉'， 1得尋る』者言lは土t当牧4布1戸 lけ7どカ ιム}で芯£コる‘ とひ

このような理解t，:，; ，"[，土、 B教諭が1十厄義務違泌を免れるとめ(，::ユ、也、右く

とら治高平設に判 tる科j乎:5'jな;;[j九を事HIJ1，字'i~J • ~J)i -i与してし i なければならな

いご乙になる ご才I~三子見可能性σ 範1*:1S:'拡大し 手学|町長寸見rコ学官 出待義

務手BJ立前fに説していや!こ等し1.，¥Ct:-'c)るに、 B;ft~hJが;校出事j立を予凡できな

か J た f いうナ5ごだは副1かし{ちないから、義fJ?連 l入の半;j};'_ff ，~を J1S去の l時点;迎ら

止、千則、lれ?なギ主主('::::'ト}たこと白体を設;f?j_;抗として脱えること lよ lて、

B教諭の子見義務主主!えを山だした、こいうこと:~かも、五判決が、杭果的{字、

おそらく本へは 唱すも通読しにことがない引あろう諸え|肢の科子~'j;;U凡イトB教

諭に塾J二してv るこ介、ま作、 1主審kのtJ比で百えiJ-、「偶然咋 1I対IJえ片手3H

，~;J 17) 'T' ，;，~が必要になることから与去ると、かかるお1専の迅寸{土 B投諭にと<，て

情的 C"');J'::い か:して、本判決がこ主i'の」うな幕準イト設定しだ実質的な珂1"

~j:、 具体的J巳 :;!j~(渇して了:..t三ボ叫訟であ il> !: ;，ミう波壬仰:(7)キゥ長石 lへrじ、その

ことによ 仁被害弁ι乃f:i川を図ろうとし た抗にある、:::われるつl

相当教諭のJH再任よ督に 'fj(っし行動する X が白ら(?)↑司自;で試イ?を TJ)( 烹・~li:'日

乙 この !.Iについと}よ : \~~見生 71 ~民'j1過失の灼主情造』比H(午干1.， 1ω:--)) 

刀ら心、l崎会得た(ただ〆、 このえ献1;::11伏流胃に関する予見義務 e 予見f能れ

につし 1 ♂己及しているおけごはなv叶

二日誌S8(円 33:>) 2Dコり Lよえ只1



判例研究

合るごとは、凶常l立与えられないこと、また、本心;では日~kUG歳(半配当均二j

の少年が日正とんと/阿保不可誌な可 U~~の陪干与に苦しみ設けなけれはならない

こど、 Xょが乏けはうど;-~隷企・給Hi? 文民主等ドけでは、その後の

1舌を j果民「るにんく~りないこ r 、;ミ完械に{兵学を;'!-いうよう X 1 に対 ~， Tr3~薪シょ

うJが lされたーと?を主えると、 xi グJ ，j弘済を[受先したヱド判決。〉袷~(~ i..こは舟百

がないわけではな L

役t-音の手nえ有優先さ廿るならば、立イ1十 iネ，，" 仁i)多いこ hがご主主 L<、

より人きな祖献であQ ことが思ましいは「であるから、 Bi投翁 Ci)蒜:{;~jj主反をfう

えすることヴ Y1 (，こ ttf-fを~わせ、かつ、 S 運!主む!まなくむを六{千Ì'11ドと 1，"

lltめることが{~Ht内的であるひ現に、イ刊ンh<よ R :l'7:i:J;jO)予見殺待注反やILZめ

{)どけでなく、即日l少しず Y2宮本件大会の十位昔としCjf!'認'Lているの引
とア
ιり '0口

之内は 1'，こむの関係~，i i~; fi";fに珂解されるべ主かこ本判決;工、品審グ〉膨大な

事実uUビ(/)中治ら、， 1，'1 r:午設てl号-IL')J' -=ろ i は、ノ人以甘いfdL象台から ~i士

吉報1;'.'発令されんが、本FiJ、会の関係音ムは、このこ を%;iらなか Jノi とt' 

う百長うfを、おさわさj友(;UJし亡、採り げて v、る行椛元、に本判決は、原木と異

なり ¥'2を本i牛大令の 1長12?として考えてし;るよ〕に丑去る刀人しかし、そ

のここ 4 刊~'c!るえげなら、原判決のム♂の説=部分会民主山C!-，2、 }ZJ性 1よ主い

それ('.:.t】'7)ーかわら「、あえ -r、この百二う5をヲ 1用しているif日-{:土、 が判決!}:Y (; 

。)~て~li，:"-;-:: ~していることを不殴じでし 3 ゐよろに円、われる。1':';)主 L たように、

門徒必とは、 1当事計開に争いがなi.';) 問J妾正j;~L"によって証明主れた 1 伺な

い L数似の問J芸事:À~こ、経験則、 i前埋己11 会逃J叶してキ要事支(ある、、;ょイ胞の而

揺すす'丈Jの今;在をアトアミ I-j枠%>f一ることが「きふかどっかを判断}-;~)fl 業 のこ

とであり、 l裁判官の日[I]， AllJl枠内什lわれる「事実上ω;惟疋f と"設である j

{十I出捗 l許認に。る十」ヲて認主fllと問顎" 民ごtご住吉認定誌の整丹と展開;こじ1

オる 試言者 」刊タ~21 ~~ ~/4-4-良 J 事実¥--(i)推浴とは、 r!;v.明j'f~-{;0礼、誌を形成す

る温存で、短説ゴIJ1:利用 Lてある亨'!eから他の事実。)J件認土、事実[-，1子うこど」

である(忠Î-:~，: .;，司 lおR:'f~ :;r~ I:;~~法「第以 4~~5頁(虫、よ字、ワハ(ì;:sι;; 亡、

そり符脱出;が同月言。〉治然什を持つ:l，Hi今を、 -1，トJぴ)tft宅三日干ヨ、 -'，，1、'，;u)j在疋が成

りすっF品?を、 l 付干寸がその-}ff: ~í而を誤りとする、または/少な\三も崩わしい三

可る桃山事精子ロ医院しな vミとそのまま推定事主力認定式れるー立・前科・

，1%頁人このことからも、-~;::干，;:主σ)1，翠 l止が現われるハ

12開J ー ~.Û、 3:， 6.338)29叩



況中判l7jf;:汗芯

日教~H1 (ない YÚ の鼠夫lZ小問;こ{寸しつつ、 Y2c)~lfだけを問う手:1 針刀法

も考えられ得たの予あるかり f前三;3目(討を参照j、本半1;'iJとが Y上りもたの

s停を三重間するこ ζlこも埋出かないわけではない〔

4 自然災害に関する従来の学校事故

小判決[よ、日投~ål に対して特にがたしい i主忠義与を祝たと百えるじあろうかJ

この点合{?とか心るにめl、自炊現主に関係寸」J従来の苧校土日以(，.:/)~，、て続三JL

て五こう l

古監来の事案

こ二では、沖djirjこ'"予校{.(1* 徒水州事吃ね}イ、 I/;I ，~~ヶ』し'l'イヂq を紹介する

まず、津1IjiL.it中千代(1;1:徒水死事刊は、 5 11怜有の深み"かム最起で約

f干 F ご「ヅ lUU 人 ~I) 夕、了左右f主20メ-~)t 王仁川接した場所 iこ水泳場がは9.: 1，Tりれ、

tl/J、泳fi:::悼を行ってい心と:ろ、台風等rぅ2;醤f¥より :j:hι討Lが党止 、Jじ丸l;fよ
示千を;主脱し作約前名の貞子λHAが汚:一発1!-νノ(怠潮 深みのために身体じっヨ
由を失い、おれの広子'1もこが溺死した事fi守品る行ます I[IJ畢貢fJが1-，li1hれ、 :{j

fWのi:j:池裁は校長 手~k5f[ .叩!の三教lぷti(水泳場;'1:慣れ当l旬I(コ云1干{fi 二業

務 L:;宣う;致死 ~r の千f~t 刊日孝子十 L ともの、η、み 需のt:-t:.J.三肖JAJよ不件。)本民

ボ I!IÝ~が 急殺なノホi立の 1"計と呉氏流の発J主〉いハ不可抗力l起因守るもので

めず .T.J、二のよ λ な柿右な品主主に漏えて、 }j::l~を閉することを犬めるのは、

社主を強νミることになる という叫111"(''!::主判決をτ たυ このナイ斗は紋;こ民

事責午(彼(II出1毛布j も手われ、洋地裁は、 4;1干事段(i)b扶80'三民プ1);';":;;の深内

(: ;'石に発生 L ナヲ呉叶~'iI:<::であるこ kを認めつつも、「本件下if1:は決してがヨ[抗力

な事故ではなぐ、 -ii職員が~"日rJ+:~.tJ;:寺 \r':'T~;~，すれば事故当 00)疋く i水場設)I~(' こ

23 日i半{で Cl);r:;'7中は津地I'U~ど 33 イ 1ο~， llj~#156号 11 則、抗 訴はれヨ

岸l!j'P! I円36・i・24 il11時263~ T -~:I とある， Jミf，1J件!ぶ干地 i'll汚4ょ・ 4・p;
(刊 l:~44Çj íJ-n 貝 j であ令。

出この事作は、 次訴訟L一次訴訟があるr 本#釈では 次訴訟を軒先、する

なお、 Illrj方の i苫呑干U伎は長子U平つ 3・2:i(判タ?に尽に7頁 にお 1.;> て!可 11_~

;二「されて L寸)IZ:;:丈lぅIiIi i，"た刊肖は、 次訴訟も 次訴訟も共泊しえいる)戸

一次訴正のおー審tよホ-;cl~l!出152 ・ G ・ 26 ¥判J叫lBlり山友人招 審は点庁、l司干"

81'{(:;1・1:::・17 1.吋|王寺":2二2マ;ii民ノであゐぃ

二日誌S8(円 :nl) 2Dコ7 ~'!401 
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あたり附近の海底の地形潮流を品査し、 'j;:全生を砕かめるべき内意~務、 II{走

を入水させるに当り本件i雫ないし異常流につき生徒に警告をワえるべき注恒義

務 (， l'刊行) ...)を果たしていれば事M'Jにこれを防止し得た」と判示して、照

害舵償詰>1(を認作Lた

次に木円駒ヶ汀I事件は、都す尚等専F門1子

救師2名を合めた税勢I刊O名でz登111山l川l合恒をf行了つていたところ、ブ叉ミ候が書激t変し、 し
ばらく天候は凶復しないと考えた引終教師は、 JE;天候の下で山'1'の山荘に停泊

ずべきではないと判断し、 ~.III ルートを事前に偵察した上で、 ~.III を決行し、

ラッセル(深雪の際に身体 E遣を開きながら進むこと)しながら下山しごいた

ところ、途中でてゴ崩に遭遇し、生徒 6t，と本業生 1t，が死亡した事刊である p

雪崩の発牛し易い地所を下山ルートとして選択したこと、雪崩に対『る注意を

怠ったこと竿に関する引率教師の過失の有祉が問題となった。第-ff;は、事前

に)レートを偵察した引十、教師に過失を認めることは博賭されること、当該)レー

トがて雪崩の起き易い危険地帯であることを予見し得なかった引率救削にはさ古崩

を防止するJ位置 l下山の中止などj を講じ得なかったこと等を理出にヲ|子教師

の過失を台定した{しかし、第一存は事故の防11策として、 l目1J幽に当たって

は事前に登山地の積雪の状川、春山の気象、コ スの状態などを十分に詞存研

究し、盆山の安全を期1ること (中略) などを厳.Hべきである」と述べ

て、証拠等によると「降雪直絞のiJi.;J;.の不安定な同期、日中の気温卜l;1-Rc.¥など

に雪崩が発I1 し易く、また強J1止による風圧、雪Jl~O)務卜、雪斜面の横断ラッセ

ル (中崎) などの外部的要因にょっと雪崩カむ活発される危険が大き」いこ

とは明らかであるから、 l偵察の結果によって本件ルートが安全なコースであ

ると判断Fることはでき」ず、引率宇土仰がラソセルの中止あるいはコースの変

虫といった措置を採ることによって本件事故を未然に防止することができたこ

とを即 111 に、本fヰポ故は引率教師が「雪崩に対する j主恩を，t!~ fJ、生徒に刻する

火全時{祉のま主務に違反した過夫によるものというべきである」と判示した〔辰

高裁判11I-は、「学校11事も教育活動の一環としてれわれるものであるu上、教
師が、その行事により I1じるおそれのある危険からI1徒を保識すべき表務を

負っており、事故の発生を士扶に防 11すべき 般的な注巳義務を負うものごあ

ることはいうまでもなt'J とだけ述べて、原審の判断を認容した。

(21 従来の事実と本件との差異

[241J 北法;)8¥6・:;:-;6)29閃



況中判l7jf;:汗芯

: .~C: O-) :2 コの中間かむ、自炊〆よ』象に起 It~i-gるや放のτtFをT前:';;:する二とが容

易、はな ν ふこと、そ L て:己事事件においては慨!い注，t;!義治が~n~ ~れる矧 ipj(ヤ

あることかう}'7がる

本件も予言めt:上主のヌつの裁判例lZ、それぞれ事業を異にずゐのであるから、

そこで求められている兵務の主主十立を 慨に比較するこ ζ はできないが、しかし

トたのぷ知寸'wX:.日i:U市役と本l斗とのIHJには以上のようなどと呉があることはι片
桐できない rなわ九、 :記の水難士山1比三 ;，'，+，肢が本主的に R.~たが対話， ，tす

るスピ ツである」とを考える亡、引l当校l哉は当該ス日 ソf二内存する弔故の

危険生を宇請に]~則 ν、この危険を凶泣するた c(-; :こ必要とされる封l見をどb前に

T11'等することもでさ、ぞれゆxに埼令lよっては当n玄スポーソの実施場iih ~fi 

険地、}を丘岐に7司j需'"るこ2もできとはずであるから、斗該危倹を子見 lぃJ/f:

Cき会古った教:布一/)責任を認め4ふことは 立の聴け1があ令 また、か曽駒ん告

宇件;こおける与えん裁の諒， ;T;~; ， 本子'1況の 55r，ぷと到なり、 l 子 ~I)行中により左右(

令おそれのあるf立|境j としミう収<t::.をiJIζ 、るも 0)グ)、 lllfどというえ_1-:'ーツそ

れ自制、ぃ危険が "J 也 L ているのであるかム、かか-~張721i 山缶百:~をヲ| ヂ J-~ 教

員り iì 昔話務を~'，れさ t ることにはなりないc

と F んが、本イ己主l土サノノうーこし 7中なる球tt-じめるから、 そもそも落首とし
与白?人災ぢょの河辺t~;ょ Jえ認であり、持戸同を予見 γるとめに必止と与れる加見

をすi日1]k-}̂'況 習得 L、これを :q:)置宇 ~dJ 重i}Jに出。こ(::~主新しく、 L かも宮内

災合お断に被'fltY;:~) を制定する二とはできな ν 、から、危険地を半開に ~I~: 査する

ことも図書作〔どめるいは煎芯球!である J 干のよ -'J:'二、正件には、当該ス〆ドーツ

のゼ上質やが市♂〉キ守住から、 !足元事例(:Ir1ノに半のml'主(!)J主 を刻院にさせる，(':'~

凶があぐール考えんれゐハこのニル(之、メ;1'Hおし、て、日教諭のみならず、他

。〉コ乙 じの設ぜや各試riO審判も、試介を'1'断 ::llfさせる手(;:劫;ニ出てい♀

治ったことから t 涜われるじあの~) ') 

不作 l土イ;t;か:'-~;il惨な事前であッ工、 しかし '1じ手渡'，!;(7)重大佐にのみじゃ

自三ゎ紅、干すj討作~9_ の名の 1 に、非現実均な{主占義務を擬む:;したのだ〉守ると、

問題がある。械かに平刊のB数諭は相会賠償tt+干しつキお?l土色いか lコ、 7むの
被害のj;z治省At量元戸せるべ主とある、というど→え方もあり得るへ し刀し、た

ふただし、 A尚校が私.Z，*A.立であることえ考えると、やは"問拾が:?:tるじ;王|

家活情;)、ム設のニうなぶ慌の含'1 ，長がないので、百が日教 547 にすj~ ♂ム!と H~;i ~主を

二日誌58:円 :l3:J) 2Dコ5 ~'!42J 
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とに賠償立す号l土計わなくてモ、過矢を認定さ μ 之3 てとは、J泊中としとliIlすえ若手く、

不当 e 不満に「事]ら Y 、ある~，)1よ被与が"んであるだけに、当該救「コ!こ対する

千十f;-sぺJ非難('-:影響4L5えるこ y もあ〆コろ。

1;1，上を史するに、ぷ判i;c!土、'¥=':.~: i'J 1)::投?主に炉 Jて敢しい義務を認しと[7，件

と思われる山
F守，
，_"/)う)7二、

5 差戻軍基における判断要素

結果回避可能性

本川氏は f'匠:r'Ji.;務淳f正を白えしたが、 しかし、日i玄北務を免れさせる 11'情

とはなり得なL込」こしい述べてお九ず、之、すしも日投i:J;jO)jEi:J:::やすすに〆たわけ

ではな 1，'灯 i担去を認的ゐ P めには、結果IEJM~J 能性を同一説}しよ粕巣l口J}l~jt

初j主Jヲも ;JJめられな~jれば品、らといれ

明去ぱ、仰、審 l土、 lニ3 教諭がU教諭あるいは i 審らこの間において校技:ヲ~:!ií iJ

千恥ルィ在lぷ[、気象状況の岩fυヲ伴与税t{:lj)中1;;';;・中:0.;ルールチ協議してい

と土 c ←も、ノド作読書宇nx.:を阻止し待むことに以右らかっと」守と r~ 父て、 Ll:ll

議 i-;~W ，[ji を内疋する。九うな説示を }III えている c また、 BJ主荷が本fif存高事故ク)

|口|制手J動と} に一人{;~の牛 IL' ヰコ析を Y~ (ないし 5送出足) に巾 l〆出て L たと!

ごも、これや y" ないLS宝盟)がお戸、し、試1:';'0)開始をln.'，乙していとなι;工、

B教諭いは i~{;i 位二ナ'1'メ、の|ロ|遊町出山げがなか、か〉も~，-~ら iL1岩JL刊とあるお A

ぞれ悶え、可能性と Lて、1."2 ~，~\い，_s連盟Jの責uだけが肯7三されるこ
とも考与られ得石、そ， "、 干のごとは、 γ公判決の判断と相ひれなパものとは

なc， ~王;二 mJ高 ν た二うに、 ぶ判決グ)f'¥l示からは、本判決が y，O)責fに汁じ

fi"f'史L得とからである〈この 4占;ついては、本 i'.古l苦「学校.1f!u:乃亘イ工を孝一日i!J

l土ど)までi"うかJ宗ドリ絞守法/15号37R も 0;~世)戸

山 谷峻 J、径のひろば68岳ょう会》 ι 員も、 i 本日 Jiたのすん詰(立、がフ~ 7---{アと

してクラブl首釣ド従事寸る~'~.~桐当仁厳 1./ \:"もの~<....iちる」といλピ

:~ ';' J丸野久!tt 謀タ1クラブ同動1:'の/1;正への議干右手J企と担当敦拾の什君主:蒋」

判的 lD;=i日号 i日7頁lよると、本判決;立、 担当教誌の辺たを肯定しなから、在お

年校ク)買がを判定 tる山に事実す下向を尽くさせる必!4:があるとしたも山一であ

る、乙~， ¥う υ しかL、本ょにお¥.，，，て述べたよろ:二、イ判決}よB教諭の沿尖を白

定しむわけではなしコ

り)伊藤・前掲;tムト 3:1頁も参「日い

ー ~.Û、 S:， 6.3;)4)'!9(l~
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しし， ，る三とが芸員われるか[-)である(同'J'"己3.(3)を参)自)，~むの責任だけを長

ピヲるなら、 R救諭なv'L i 1 の結果同 }l;'i可能 I'~ と Y主目 1，に、 '{z(ワザ1県阿澄可能

性の右 u を倹討する必哀があるこシを与える l 、この点も差IJ~審 i おじる判断

きil素の
， ，字、

~ ) )-'ゐ‘〆)~I 

(2: 過失相殺

ある耕間報道:.'"、 むがはに著けごいfべングン iに命令市し丈こ〉やま将司ー;JL 

亡、ミるやじ L 7)> L、原形は、 X]がベシダシ 1を外さなかったことだけを認定

ししこのことと落語;宇品との関係につI.，，'C;;:;:1rf 1) :::i'及Lごいない)

万[不が ~1'!; う、らr!o:o.;})責任も明担lす。いがなかったのであれば、引のベ J

ダントに落雷 L丈こ〉を認定する必要f主はなv、 なぞなら、かかる~-ヲ:.:\土、 そム

いぜ、ミエ l'乃過宍相殺を ~í:tづけるだけであり、 X らの請求をせU;il'，ゐ j、l土、

千二まご誌にオる必要はないからでiある それ叩え、 l早審 ~.ix1 (;ハベンダム/卜
と J今 ~O)問ザ、にコいて目;づl しなかったのごヰノゥう吋

Lかし、)f.戻畜にお可、て損害賠償貝何がijだされる余地料1，L九.¥-J，r、;8.):

キE殺を恭枯らづけ得。事同士:あれば、これを梓槻寸るべきではない X1は (B

数日すの指'T、ごはなく 1 由党i')(]にベンダシ I を身に若けてしーた、と、 X llよ落吉

町 11 のとめにベ〆ダンドキ外L主 i'){いること~J#，g誠仁ていながら、自力、はベ

ンダントを91'::.主かったこと、そしてベンダ J トそれ奇:みはサソカ 杭技:全

く必日:がな ν、銭締品であゐことかり牟えると、 Lも本f'l!存FH平散のす千1楽に3

tj_ 1__ たこいうイ，:Ii引を礼、jJ~ l~ 1詐いっそれしや去、，可烹審にお ν+て j~干苓H古慣責任を白

宅ヲるなら、 1'，jI:干に過失お殺も検討弐れる可花性がある「

(3) 不可抗力

法君事伎や不可抗 !J とし ζfcfl-f;T(-]る余ぬもある 3') 例えし工、)~fll Bii;j . j{)・

叩 「北?t:ユ道;j:MH::~ 1 ~y)(; λ1 H ，LC 111 :付。同割当の副べh EるJ、高は X[が着!.-)

'(1."/:ベンデント(ギノクレス)に泌九と 4うである J

叩小宮ft二-1;: (1、法行為~8fri 67 r{ (イィ手間、 1970) によると、十:11仇ノJの音義

にr'J1 勺 i 卸説、客名ふム、引n主 ~ì2の三説があり。容 ~Rねによると、出" 'jlそ

れ LI 体山性質から判断さわた辺:，得ない品二、事、外え ~J 也長 a 共ぷ・ y岳í!I'戦

争が市叫抗力 Pある

二日誌S8(円 :)3:')) 2Dコユ )S44J 
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.31 1法伊主計t11'j2921号自民j によると、 l 凡そ小 ~IJ t/f J) 在る言~Hま外出より京るみ

淫)しこ之にIJ，Iる福与殺生がHZ.;1 ~Æ.念ニ "O)I;}JII ，必安と誠めりるベミーゾJの

}j;'J、をさすも尚泣くべから〈ごるものをt?:kよし誌の事J廷がJ装具;jL:'♀べきものなる

F F?? 正之に凶ω損事径肢がうi，)，なふト了'('"を院ふべきものにゴトず従て不 f~.:抗

JJ;こ [kì るお:!?l士山71 立正念 l 記妄と寸る長討の段を主主 f も i~l~it右ilする誌はさる

もの」 ごある31 この T:j-r刊によわ l工、千弘寸能円の右~::f，1::日ゴコ j、同事L不可能

な'jl変古町、叶平fu力六なノJ 誌に L之、I よ勺に、返夫~( h~.r-ふ日七，'Ê:t: ;_ -c結呆
凹;監 ;--I}出 tl カよ弁千f~ ていなければならない泊ら、 Jj~宍乞不可抗力は山道 f;' 能 Yl

のイミf庁、を点にしこ降宇空しといる、 と;はふろ\~出淀川校性の右可、(l)審理はノ二

何不に妥ねられているのであるか九、本町ンh<よ B~ 主 l唱fj!/)予見義務j主反ふ背疋じ

よものの、このこ止は必'-9Lも帯a~:I~jj}/f、 "1抗力寸なしこ1を意IJ，f-j一{)わけ

C は〈主し、であろうれ差;大 ~f~i;i'ノト刊を司、 j-'Tllc力として処，:!j!する可能川d、扶と L

ιャtFれているこ亡になろう c

と:ろで、 oう或再軍:が不可抗力であるとちれて止、支じがラi::'1>-(.~ r-~ノ三 I、れる

のごはなく、不司抗力の帯う 1えを~:íL L 、そグ〕言合を減じて損在日訂作1 を認'合し

た事実もあ。川、わゆる成騨11Iノ¥ス転法事故:;3¥ この辺鮮につ栴ついて本件を

判断1るλとがむ主ナi;fe 日ほうj'II:)じはある Jせよ e 京可:}/['1]が認芯される予三

， -上ってB教諭(な ν与し Y1) およびむの過失訓 'Ji住"およびf十公的判 Ji1i:i

千円される可能引がある{ しかし、ここむは この出を詣拘すーるに止めζベ

6 本判決の射程

も終

日 この埋鮮は、折衷説である¥itl沢苧平「小叶抗J;と民事責 ffci兵卒l抗生日

誌5・日甘{芹5伊丹頁1，

u己記ぷ11-:IT! 過失とィ、l引JUJ01:11: W 弔実:院:>-る過失と ¥'f説 」合?言明前
JtJ日告12号1::3日に4ると 故意とi41夫は議接 l〆、治央こが"J干r;;-;:;も|砕棲する、

つまりよえ志と不可抗むの中!日jに過-，_.がり障しといる、こいう Lしか)、いわゆ

る針通夫lおにむみならuf、:かなくかも，¥わさに過1の連忙位以欠けるこシになる

点に注，告されるへきであろう人

お 1J六l送附判H白18・3・3G 出陣'iOο号.3n)戸 、:のfl.:;:7¥:(土、主昼前の/10%をふ
百九h)Jとしご王手「押し、長書組のω%の限l文訂ム奇雪組合t2，uした， t 'Jとも 投
必れであるタ"片足，qlj 町~49 • 11 '2(1 (， 1市天集討を ι ~j<)~市民 1 は、不可抗力研

否定Lた、

ー ~.Û、 S:， 6'33Z)2902
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.L'U .0-))] 析か旬、本 l'IJi去の対牝(手、~辛苦HUj に 11li'il， J話係が '1 じ得るような寸

烹 f例え !J平成年計宏子J，*として j，われるこ子校のクラブ出勤勺:ご限られ、1:;](

ヘがf千!;J:(参加するスポーヅクラブおい Cf[じ工事lはには基本的に/えぱな

し¥レ考えられωυ

本t:Ji:えの正釈として、内件救tf;:iG:-:9j~ 、市長#i8 .手干イ!と土寸法149j}SO司、チi

111純 L'xi~ 干1:1刈迷割j-i (~巻 G 寺内頁、氏士山U 仙長2:\'( 号幻頁、 ぷ孝之 11本

ス，f'---'J法J字公午報:3号138丘、ニ中汗・月 ;"IJ高佼救Tf3U寄 1，1号8C''p、凡芥政・

il、与のひろば60;~- 1うまι、:rf玉、ノト賀ifl-;'，品 。判例日 ~Ú28Ciせ42 民、奥野ァ、 -，~t . 'P; 

:J'1'1m:，(1マlSS問、 日葉市・刊タ 12，;.;)号(市貝、 γ芹一雄目不/、;>1.:、判例 TJ-/ークス35

~-:iの頁がある

4Fミ外ク弓ソと認内クラゾとのは退;ζ平安ではないベおと子j例および学21は法

的取!Jii'院して課外クラブ ζE車内クラブヂ基本町ji，'Iズ別しないのでたる(例え

ば福岡地判IIMo0・1ぺ;判川 1122り:42頁J、兼子L.['設有I主CT)理論 2461"i'l~ 

草古川、 1ヲ87)を参照九一この戸、lつ川ては、 I 村 l!;' 天「字校弓手放の1主1十)t，>;rt~~

'/3 円以下(司'j'ょがì，，'+'，版株式会材、 19'/8) も :}:~r(3._
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